
 

 

 

 

 

 

１．実践の背景 

 日本の学校で行われている国際理解教育の

多くは、外国の言葉や文化、海外の人々との

交流、平和や開発等のグローバルな課題を扱

う“外を向いた”ものである。本学部の学生

が高校までに経験してきた国際理解教育のほ

とんどがこの形であり、国際理解教育は遠い

外国の出来事を扱うものと広く認識されてい

る。一方、外国人住民の増加という“国内の

国際化”に目を向け、身近に暮らす外国人等

の多様な人々との共生の意識や態度を育むよ

うな国際理解教育の実践は、十分ではない。 

また、昨今の外国人住民人口の増加と散在

化により、外国にルーツを持つ子どもへの対

応は日本のどの学校のどの教員にも起こりう

ることとなっている。外国ルーツの子どもの

受入れに関わり、管理職や日本語指導担当者

向けの現職研修は増えつつあるが、学級や教

科の担任教員を含むすべての教員を対象とす

るものは極めて少ない。それゆえに、多くの

教員は、外国ルーツの子どもの教育を他人事

のように考える傾向がある。 

このことから、すべての教員が国際理解教

育を“自分ごと”として実践できる力の育成

を教員養成段階から行っていくことが重要と

考え、教育学部初等教育コース共通科目「国

際理解教育論」において取組みを進めている。 

 

２．北米の多文化教師教育の活用 

本科目は、移民社会のアメリカやカナダで

発展してきた多文化教師教育の理論と実践を

参考にしている。 

北米では移民の子どもの公用語教育や多様

な言語や文化を学習する多文化教育が行われ

てきた。しかし、教師の大半を占める白人教

師の関心の低さが課題として指摘されるよう

になり、多文化教師教育が提案された。そこ

では、教師自身がマジョリティとしての白人

の特権性に気づき、他者とは異なる文化を持

つ一人の人間であることを自覚し、他者の文

化への理解と尊敬を深めていくことが目指さ

れる。こうした他人事から“自分ごと”への

意識改革は、移民等の異文化の子どもたちに

対する理解と共感へとつながる。また、自己

及び他者の文化への意識が高い教師による支

援や実践は、多様な文化を持つマイノリティ

の子どもの自尊感情や学力の向上等の効果が

あるとされる。 

 

３．授業の構成と展開 

本科目の授業は、①日本に暮らす外国ルー

ツの子どもの実態と教育、②諸外国における

多文化教育の理論や実践、③多文化教師教育

ワークショップの三つの内容で構成される。 

表1 「国際理解教育論」授業スケジュール 

①と②を扱う授業回では、教科書に指定し

た書籍『移民から教育を考える』（額賀美紗子

他編、ナカニシヤ出版、2019 年）、資料、映

像を用いた講義に加えて、グループディスカ

ッションの時間を設けている。ディスカッシ

ョン実施回の前に、各受講生は課題文献（教

国際理解教育を“自分ごと” 

にできる教員養成の取組み 
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科書一章分）の講読と課題に取り組み、SULMS

に提出しておく。授業当日に3〜4人のグルー

プに分かれ、各自の課題内容を報告し合い、

授業後にふりかえりを提出させる。学生は他

の受講生との意見や考え方の違いに触れ、多

文化教師教育理論で重視される他者との違い

への気づき、理解、共感を体験する。 

③は、北米の大学で採り入れられているワ

ークショップを日本社会の状況に合わせて改

編し、グループワーク形式で実施している。 

図1 多文化教師教育ワークショップ（第6回授業・

私も違っている-I am different-）の実施手順 

授業後には、学生がワークショップに参加

して考えたことや気づいたことのふりかえり

を、SULMS に提出させる。各学生から提出さ

れたふりかえりについて、教師の立場で考え

てみるなど発展学習を促すフィードバックコ

メントを記入し受講生に返却している。 

図2 ふりかえりとフィードバックコメントの例 

最終回のゲスト講義は、外国ルーツの子ど

もの教育関係者（幼少期にブラジルから来日

し、学校卒業後、滋賀県内外の日本語指導員

や母語支援員の経歴を持つ方）を招いて、学

生が直接インタビューを行う。質問は、受講

生が授業で学んできたことを踏まえてグルー

プで検討し準備したものであり、「幼少期に日

本の子どもたちや教師からされて嬉しかった

対応は、どんなものでしたか？」、「外国ルー

ツの子どもの保護者がどのようなことに困っ

ていると感じますか？」、「日本の学校の教師

に、どんなことが必要だと思われますか？」

等がある。この質問準備は、受講生が既習内

容を整理し、考察を深める機会となっている。 

 

図3 ゲスト講義の様子 

 

４．実践の成果 

 ふりかえりやレポートの記述からは、毎週

のグループディスカッションやワークショッ

プの「他者」、「文化」、「違い」、「外国人／日

本人」、「多様性」等のテーマは、受講生にと

って実は身近なものであり、繰り返し触れる

ことで“自分ごと”として捉えられるように

なっていく過程を確認できる。最終レポート

では日本の国際理解教育の発展・改善に向け

た提案を論じてもらうが、外国ルーツの子ど

もを指導する教師の立場になって具体的な工

夫や実践的な提案を示したものが多くあった。 

これからの時代の国際理解教育を実践でき

る教員を育成する試みとして手応えを感じて

おり、今後もこの取組みを続けていきたい。 


